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昭和54年11月14日（水）

午後1時50分～3時50分

宇宙開発委員会会議室

。　委員長代理の指名について

。　L－4SG－5号機の打上げ結果

　　の評価に関する第四部会の審議に

　　ついて

第18回宇宙開発委員会（定例会議）

議事要旨（案）

L－4SG－5号機の打上げ結果の評
価について（案）
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5．出席者

第18回宇宙開発委員会（定例会議）

　議　　事　　要　　旨　　（集）

昭和54年10月ろ日　（水）’

午後2時～3時

宇宙開発委員会会議室

（1）第三部会の審議について

（2）　日米科学技術研究協力会議宇宙分科会について

（3）その他

第17回宇宙開発委員会（定例会議）議事要旨（案）

M－5Sロケット1号機の打上げに係る安全の確

保に関する審議について（案）

日米科学技術研究協力会議宇宙分科会について（報告）
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6．議事要旨

（1）　前回議事要旨

　　　第17回宇宙開発委員会議事要旨案が確認された。

（2》第三部会の審議について

　　　事務局より、資料18－2に基づいて説明が行われたのち・

　　原案通り第三部会への審議付託が決定された。

　　　また、構成員についても原案通り了承された。

（3）　日米科学技術研究協力会議宇宙分科会について

　　　事務局より、資料委18－5に基づき、10月20日に開
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催された日米科学技術研究協力会議宇宙分科会について報告があ

り、更に以下の補足説明が行われた。

　日米科学技術研究協力のテーマとして・宇宙分野について4テ

＿マが既に米側から提案されていたが・これに関して分科会では

次のような日本側の見解を述べ、米側の同意を得た。

　①日米宇宙協力については・既に日米合同調査計画で内容・

　　分担関係、実施スケジュール等を定めた17テーマについて

　　協力を進めることが合意されており・この合意に従って17

　　テーマを分離することなく、一体として推進すべきである。

　②また、協かめ推進に当たっては、同様に日米合同調査の合

　　意に従って、両国が自己の活動に必要な資金を負担すること。
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L－4SG－5号機の打上げ結果の評価について（案）

　　　　　　　　　　　　昭和54年11月14日

　　　　　　　　　　　　宇宙開発委員会決定

L－4SG－5号機の打上げ結果を評価するため、次

●により調査審議を行うものとする・

1．　東京大学宇宙航空研究所が行ったL－4SG－5号

　機の打上げ並幅の評価のために必要な技術的事項につ

　いそ、調査審議を行う。

2．　1．の調査審議は、第四部会において行い、昭和54

　年12月中旬までに終えることを目途とする。


